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令和５年度第３回朝日町総合教育会議 会議録 

 

令和 5年 12月 28日（木曜日） 

午前 10時 25分から午前 11時 40分 

エコミュージアムコアセンター創遊館会議室 

 

出席者   朝日町長 鈴木 浩幸 

      朝日町教育委員会 

      教育長  堀  俊一 

委員   五十嵐義一 

委員   井上 幸弘 

委員   橋間 博美 

 

職務のため出席した者の職氏名 

教育文化課長  伊藤  淳 

主幹兼指導主事  髙橋 昭彦 

      課長補佐兼学校教育係長  菊地早百合 

      主    査  佐久間 淳 

指 導  主 事  齊藤 絵里 

 

１．開  会 

課長の進行及び開会宣言 

 

２．あいさつ 

  鈴木 浩幸 朝日町長   

堀  俊一 教育長   寒河江西村山地域における学校統合等の最新情報等について報告 

 

３．協議事項 

  伊藤課長より会議の招集者である町長を議長とすることを確認し、了承を得る。 

議長（鈴木町長） （１）朝日町立義務教育学校創設に向けた意見交換に関し、説明を求めた 

主査       添付の資料に基づき、以下の内容について説明した。（約 20分） 

         ① 令和５年度の取り組み（振り返り） 

         ② 基本構想・基本計画策定支援業務の進捗 

         ③ 令和６年度の取り組み（計画） 

議長（鈴木町長） （１）の協議内容について質疑、意見の有無を確認 

五十嵐委員 （現朝日中周辺の一部ががけ地条例に抵触する説明を聞いたうえで）実際のところ、

朝日中周辺の感触はどうなのか。あの場所で何とかなりそうか。 

課長       あの場所に整備したいと考えている。 

井上委員     今の場所を拡張すれば可能と思っていたが、制約多い。かと言って、別の場所も課

題が多い。今まで見てきた学校は新しい場所に広々と建てている印象だ。 

橋間委員     基本的にはいい場所だが課題多い。周囲では施設分離型を推す話も出ている。今ま
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でいろいろな学校を見てきたが、再検討も必要と感じる。複合化、多機能化させた

場合の移動経路（アクセス）、手段も考える必要がある。 

教育長      義務教育学校では異学年、そして地域住民との世代を超えた交流により、ダイナミ

ックな教育が可能になる。分離型ではこうしたメリットを享受できなくなるため想

定していない。場所についても昨年朝日中用地の方針を決めた。課題はあるが、決

定打というわけではない。未来志向で考え、結論を探りたい。 

町 長      場所は議会でも説明している。朝日中は現在の場所に 40 年以上存在してきた。歴

史の積み重ねがある。なるべく早いタイミングで発表していきたい。 

井上委員     揺らぐことなく、「ここしかない」と早くこの場所に決めるべき。「ここでやれるこ

とを最大限やる」ということ。議論はそこからスタートすると思う。 

町 長      いずれかのタイミングで、「この場所に決定する」と正式表明したい。それが町民の

不安解消につながる。一つ一つの課題に真摯に向き合い、クリアしていきたい。施

設分離型については想定していない。当町は一体化型で方針を出している。今にな

ってこれを変える理由はない。 

五十嵐委員    その通りだ。 

五十嵐委員    （場所について）業者から×（建設困難との意見）は出るのか。 

課長       課題の多くは、お金をかければ解決できる。今後配置パターンが色々出てくるので、

想定事業費を見ながら検討（判断）することになるだろう。 

町 長      義務教育学校の創設は町教育界始まって以来の大改革だ。こうした心構えで今後も

取り組んでいきたい。 

教育長      （専門部会立ち上げについて）すでに町校長会で話をしている。交流学習は来年度

から始める予定だ。 

         町教育研究所の研究指定校について、令和６年度から休止する予定だ。空いた時間

を義務教育学校の準備に充ててもらうこととしている。来年度立ち上げる専門部会

には校長先生以外の先生方にも入ってもらう。 

井上委員     義務教育学校で具体的にどういった活動をしていくか考えることが大切だ。先生方

にも自分ごととして捉えてもらえればと思う。 

町 長      学校の規模はどれくらいになる見込みか？ 

主 査      人数は 249人の想定。延床面積は約１万㎡を見込む。今の朝日中は約 7,500㎡だが、

それより大きくなる。新たにプールや給食室、多目的スペースを作るほか、普通教

室も大きくするためだ。児童生徒一人当たりの面積は、一般的に 1.6㎡だが、2.5㎡

で算定している。多様な学びを進めるためだ。 

井上委員     萩野学園は教室が狭い感じだった。２クラスから１クラスとなり、１教室あたりの

人数が増えたためだろう。 

教育長      西川小も同じだった。統合時には２クラスあったが、数年後１クラスになった。空

き教室が出て、もったいなかった。 

         （その後学校づくりの基本コンセプトづくりについて、事務局に説明を求める） 

主 査      準備委員会の話し合いの内容を説明 

教育長      子供でもわかる内容とし、イメージを共有していきたい。 

五十嵐委員    スタッフ（事務局職員）の不足はないのか。 

課 長      専門部会で検討してもらう事項の素案作りで心配な面はある。検討のための案は事
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務局で作成する。初めてのことなので労力がかかるだろう。 

 

４．閉  会 

  以上、協議し、午前 11 時 40 分に第 3 回朝日町総合教育会議の会議を閉じた。 

 

 

 

町     長    

 

教  育  長    

 

調 製 職 員   佐久間 淳 


